
目
標
値

1.上記計画の年度別整備延長と要求当初予算等を勘案して設定

予算要求からの
主な変更点

要求どおり

設
定
理
由

成
果
指

標 1.長野県過疎地域持続的発展計画における整備延長を年度別に換算し、目標整備延長として成果指標に設定

6.9職員数（人） 6.9 6.9
5

 決　算　額（B） 418,231

25,776

25,776

4

予算案 453,936

うち一般財源 13,267

2

28,850
要求

3

予算案

453,936

1 市町村基幹道路整備延長 km 136.4 ↗ 137.1 ↗ 138.0 138.9

R４年度
目標値

予
算
額

前年度繰越 185,293 232,938

当初予算

合計（A) 729,739 744,288
要求 453,936

【DX】測量・設計における３次元データの活用促進、建設工事へのICT施工の導入促進

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし、―：数値なし ］

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区分（単位：千円） R２年度 R３年度 R４年度

No 成果指標

441,115 511,350
要求

単
位

R１年度
推
移

R２年度
推
移

R３年度
（見込）

予算案 453,936

補正予算 103,331 0

２　令和４年度事業内容

予算のポイント
・

主な取組
（予定）

✓ 基幹的な市町村道の整備
・過疎・山村地域の産業基盤と生活環境の向上、豪雪地帯の冬期交通の確保等のため、基幹的な市町村道の整備を行う。
　道路改良工　６箇所（天龍村、大桑村、小谷村、信濃町、小川村、野沢温泉村～飯山市）
　橋梁架設工　１箇所（南木曽町）

道路改良工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋梁架設工
野沢温泉村～飯山市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南木曽町
前坂～北竜湖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 高瀬橋

これまでの
取組

◯基幹的な市町村道の整備を行った。

令和３年度
の点検結果

・
現状分析

課　　　　題 今後の方向性

✔　道路整備による市町村課題の解決支援 単なる道路整備の支援でなく、市町村が抱える課題を解決するため
の道路整備を県が支援し、市町村の財政状況や技術力、道路の事
業効果や実現性等を重視して事業を推進する。

目指す姿

○過疎・山村地域の産業基盤と生活環境の向上、豪雪地帯の冬期交通の確保等を目的とした、基幹的な市町村道の整備を県が代行して
行い、周辺市町村を含む広域的な地域振興に寄与し、県内地域間の格差是正を図る。

総合的に展開
する重点政策

3-8 生活を支える地域交通の確保

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

①付加価値を高め、経済成長を実現 ③人口の社会増を実現

～ E-mail michikanri@pref.nagano.lg.jp

ＤＸ、ゼロカーボン、
共生社会づくり、
学びの県づくり
に資する取組

事　業　名 過疎地域等市町村道整備支援事業
部局 建設部 課・室 道路管理課

実施期間 S46

事業番号

１　現状と課題

11 03 03 事業改善シート （令和４年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検



11 03 03

Ｒ４年度
当初予算

453,936

千円 千円 千円

直接

予算案

細事業
No.

細事業名
Ｒ２年度

当初予算
Ｒ３年度

当初予算

1 市町村基幹道路整備

事業番号 事業改善シート （令和４年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

事　業　名 過疎地域等市町村道整備支援事業 部局 建設部 課・室 道路管理課

No. 細事業を構成する主な取組  実施方法 令和４年度　実施内容（予定）

1 市町村基幹道路整備費
441,115 511,350

要求 453,936

過疎・山村地域の産業基盤と生活環境の向上、豪雪地帯の冬期交通の確保等のた
め、基幹的な市町村道の整備を行う。
【野沢温泉村～飯山市　前坂～北竜湖ほか６箇所】


